
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ごあいさつ 
 

 子どもたちにとって、遊びは生活のすべてといっても過言ではありません。そして、子どもたちは、そ

の遊びの中で心の花を開かせていきます。幼児期は、生きる力の基となる「種まき」の時代です。その温

床は気配りされた見守りの遊びの中にあります。 

 ２１世紀を生きる子どもたちにとって、もっとも重要なことは、感性豊かなしなやかな心を持つこと。

その心を育てるのに、幼児期ほど大切な時は他にありません。友達と仲良くすること、虫や草花などに触

れて遊ぶこと、身近な材料を使っておもちゃができる楽しさを知ること。そんな身近で小さなことの積み

重ねが、子どもたちが幼ければ幼いほど強く、豊かな心をつくる基になっていくと思うのです。 

 幼児期は、よりよい体験の集積が子どもたちの心を形づくる「後伸びの原風景」です。子どもは 希望 

かけがえのない 未来の光 です。その光を大切にしつづけなければなりません。 

 入園にあたり、本園についてご理解いただければ幸いに思います。 

                               理事長 冨 永  築 

 

 

 

 

 

“     Where there are children, there are smiles. ” 

子どもたち  集まるところ  笑顔あり 

 

どんなすばらしい理論や教育方針でも、そこに子どもたちへの心からの愛情がないと愛のある心は育ち

ません。世界中の全ての命は、それが植物であれ動物であれ大切にされ守られていくべきだと信じます。

愛が命の礎、教育の根幹です。私たち春日小鳩幼稚園はさまざまな遊びや体験を通してこども達に命の大

切さ、すばらしさ、仲間と共に過ごす楽しさと喜びを知ってほしいと願っています。そして、そのことが

自分も好き、友達も好き、お父さんもお母さんも、おじいちゃんもおばあちゃんも、みんな大好き、だか

ら大切、といった思いとなり子ども達の心の礎石となります。この思いが生きる根底の命のつながりと自

己肯定感に成長していくと考えます。小鳩は未来への可能性を秘めた子どもたちを言語（含英語）、音楽、

体育、絵画等の活動を通して育み、心にたくさんの種を蒔いていきます。一人ひとりが、それら蒔かれた

種を小鳩幼稚園の環境という畑の中で豊かに成長させ、将来、大鳩となってより広大な世界へと羽ばたい

ていってくれることを願ってやみません。                    

“ Our  future  lies  in  our  children ！ ”   

未来は 子どもたちと共に！ 

                    With much love and hugs for children, 

子ども達へありったけの愛と抱擁を・・・ 

園 長  坂 口  幸 美 

                     

 

 

 

 

 

基調理念         子どもは 希望  未来の光 

           ～未来につなぐ 連帯心 を育てよう～ 

基調教育目標 

             「心豊かな たくましい 子どもの育成」 

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 



小鳩幼稚園の教育目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

 本園は、学校教育目標に基づき、子どもの個性の芽生えを充分に伸ばしてい

きます。 
 本園は、子どもの健康・体位の向上を図るとともに、豊かな感性と知育・徳

育・社会性の発達を促します。 
 本園は、子どもの自主自立の心と行動力・思考、創造の力・表現の楽しさと

喜びを養い育てていきます。 
 
 

本園がちからを注いでいること 

① 子ども達の基本的生活事項の習慣化 

◆あいさつ 着替え 片付け 排泄 あそび 食事 

 

② 子ども達の基礎体力の向上（朝の体操・体育指導）  

◆小鳩タイムには、全園児が外に出て朝の体操を行います。 

◆カワイ幼児体育からの派遣講師による幼児期の運動遊びを正課の保育に取り入れ、体力

の向上を図っています。  

                 

③ 言葉の習得（絵本の読み聞かせ・劇発表・英語指導） 

◆年３回の合同誕生会や遊戯発表会等を通して、身体表現など個性の芽生えとして自己表現

力の伸長を期待しています。 

◆英会話の時間を正課として、三年保育から楽しみながら英会話に親しませています。 

 

④ 絵画、音楽による情操教育（絵画、音楽指導） 

◆絵画・音楽の領域は明るく伸びやかな創造性や表現力を育てていきます。 

（音楽はヤマハの派遣講師の指導の下正課として、音楽発表会に取り組んでいます。ピアニ

カやカスタネットは正しい持ち方や指使いを習い音楽に慣れ親しんでいます。） 

 

⑤ 事物や事象に対する興味を引き出す教育 

（作って遊ぼう!のびのび保育） 

◆手作りのおもちゃを紹介し、遊びながら試してみる体験を通して興味を引き出します。 

◆「のびのび保育」などで異年齢の子ども達と触れ合い、豊かな人間関係を育てていきます。 

 

⑥ 知的好奇心を育み「遊びながら学ぶ」保育活動の充実 

◆「ひとりで みんなと」考える保育を実践しています。 

◆子どもたちの興味、関心を引き出す保育を目指しています。 

 

 
 
 
 



小鳩幼稚園の教材  
ピアジェ理論の知育教材で幼児の考える力を伸ばす 「かず＊ことばぺたぺたシール」あそび

幼児の発達段階にそった教材を使用し、シールをはったり、はがしたりする作業の繰り返しの

中で、かずやことばに触れ、試行錯誤をくり返しながら言葉の意味を理解し柔軟な思考を育て

る教材を導入しています。（ピアジェ大阪本部で 2～3 年に一度、小鳩幼稚園が取り組んだピ

アジェ研究を発表しております。） 
 
 
 
 
 
 
 

 年長 とうみん        年中 ゆうえんち        年少 おやすみ くまさん 

（倍数の発見）         （かずの合成・分解）      （みかけの大小関係） 
 

   ジャン・ピアジェ・・・1896 年スイスに生まれる。7 歳の時に自然科学に興味を持ち、

10 歳の時に湖に生息する白クジャクを観察した小論文が認められる。その後、100 冊

以上の本を書き 1000 以上の研究を様々な教育や心理学の雑誌に発表した。発達心理学

や他の分野でも大きな影響をもたらす。20 世紀を代表する心理学者の一人と言われて

いる。ピアジェ理論は、「3 つ子の魂１００までも」という先人の教えを実証し、０歳～

７歳までの教育環境が人格形成の基礎づくりと唱えている。 
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小鳩幼稚園では、絵画教育にも力をいれたくさんの絵を描いています。 

月に一度のデザイン画（季節・色・形）を取り入れた絵画の時間は、

子ども達の感性を最大限に引き出す時間でもあります。一つのひらめき

がどんどん形になっていく様子は、まさしく「こどもは天才！」という

ことを証明しています。絵を描くことが大好きな子どもに育ってほしい

という願いを込めて、いろいろな出品画にも取り組んでいます。 

年間を通して絵画コンクールに応募しています。 

応募先･・読売新聞西部本社、西日本鉄道株式会社、日中韓友好児童画展、

福岡県幼児画展、住友生命絵画コンクール、NTT ドコモ絵画．等に出品

しています。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

 

 

 
 
 
 
 

４ 

小鳩幼稚園では、ネイティブによる英会話指導・カワイ幼児体育・ヤマハ幼児音楽を正課

の保育に取り入れています。 
年少・年中クラスは園長 坂口幸美が自ら英語を教え、卒園児にも教室を開講しています。 

小鳩幼稚園では あいさつ、曜日、お天気など簡単な英会話のやりとりをしながら英会

話を楽しんでいます。その他に、英語の歌やリズム遊び等を取り入れ、少しずつ英会話

に慣れ親しんでいきます。ハロウィンでは、異文化に親しむ為に全園児が仮装して、

「Trick or Treat」と言いながらお菓子をもらっています。年長組になると様々な英語

表現をする場を設けています。 

・集団遊びを通して人間関係を築いてい

くことが理想的 
 

現代社会は、子ども達にとって集団遊びが成り

立ちにくい状況にあります。この問題に対して、

子ども達の心的成長に合わせた幼児体育を行い

ながら、体と心の成長を図っていきます。 

教室いっぱいに広がり弾むような歌声、音楽に合わせてカスタネットを打つ子どもた

ち。音楽を心から楽しむ時間は子ども達の感性を豊かにします。 
専門講師による音楽指導のもと、五感を刺激しながら音楽全般の基礎を養います。 



8:30 

 

 

9:30 

  

 

11:50  

 

13:45 

 

14:00  

 

 

 

10:00 

 

 ・心身の健康に関する領域「健康」 

・人とのかかわりに関する領域「人間関係」 

・身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 

・言葉の獲得に関する領域「言葉」 

・感性と表現に関する領域「表現」 

13:00  

 

12:25  

 

                         

 
 
 
                                              
                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
  
 
                     
 
               
            
 
 
 
 
 
 
 
     

     〇朝の園児の受け入れは８：３０から始めます。 

   〇業者委託によるお弁当給食（月・火・金曜日）及び パン・牛乳給食（水曜日） 

    * 保護者の手作りお弁当（木曜日）    

    〇預かり保育は午後 4 時まで無料です。午後４時以降は要相談。但し、11：30 降園 

の場合や行事前のお預かりは行えません。 

 

５ 

 

10:15  

 

 



 
●入園式 
●歓迎遠足 
●保育参観  
●誕生会 
●七夕まつり  
●お泊り会（年長） 
●夕涼み会 
●夏期保育（6 日間） 
 

 

 
●運動会 
●誕生会  

 ●いもほり 
 ●ハロウィン 
 ●制作展とバザー 

●遊戯会 
●体験保育 
（新入園児・未就園児） 
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６ 

 
●節分 
●誕生会 

 ●英語参観（年長）  
 ●お別れ会  
 ●縄跳び大会  
 ●音楽発表会 

●卒園式 
●体験保育（新入） 
 
 

  
 

「未就園児のための ぴょこちゃんくらぶ」 

※本園の入園を前提とした子育て支援くらぶです 

 

● 開講日…月曜日～金曜日 

 ＊週５日間の開講。 

＊但し、幼稚園の行事・行事前は休講になります。 

  ＊お子様の状況に応じて、登園曜日の選択が可能です。（要相談） 

● 定員数…２０名程度 

   ● 入会申し込み…１１月 

   ● 開講…４月 

     ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

 

「1 歳児のための よちよちくらぶ」 

● 開講月…7 月・8 月・12 月・3 月（年 4 回） 

● 参加費…1 回 500 円 



 

1、組織 

● 学級数（７学級）   

未就園児・・・１学級（２歳児・3 歳児） 

３歳児・・・２学級 

4 歳児・・・２学級 

５歳児・・・２学級                   

● 教職員 園長、事務長、主任、教諭 

     絵画指導非常勤講師 

     音楽指導派遣講師（ヤマハ） 

     幼児体育派遣講師（カワイ） 

     英会話派遣講師  

     バス運転手 （通園バス運転他） 

2、施設設備（エコ幼稚園認定） 

   ●  各保育室（冷暖房完備） 

   ●  太陽光発電（2010 年から導入） 

   ●  全園舎内 LED ライト設置（201１年から導入） 

   ●  防犯カメラ（高品質ネットワークカメラ複数台設置） 

 3、沿革 

  本園は、昭和３４年（1959）開設以来、一貫して子どもの発達・特性を踏まえた「ゆとりと充実

の保育」を求めつづけています。今後も、子ども・保護者・教師が一体となって、「心のこもった保

育実践」を日々積み重ね、園の新しい歴史を作っていきたいと考えています。 

 

通園方法 

 徒歩通園・バス利用による通園を行っています。 

 

課外教室 

音楽教室（ヤマハ）個人・グループレッスンがあります。 

絵画教室（非常勤講師） 

英語教室（CCS）（ピジョンクラブ…卒園児対象） 

体育教室（カワイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒816－0861 春日市岡本１丁目 86 番 

TEL 092-581-5905 ＦＡＸ 092-581-5771 ＨＰ http://www.kasugakobato.ed.jp/ 

http://www.kasugakobato.ed.jp/

	“　    Where there are children, there are smiles. ”

